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病院概要 

１） 病院の所在地及び環境

（所在地） 東京都清瀬市竹丘３丁目１番１号 

当院は、東京都の西北に位置し、周囲一帯には多くの雑木林が点在するなど武蔵野の面

影を今も残す自然環境にある。敷地内は、欅、桜、つつじ等多くの樹木に囲まれており、その

中に病院等が配置され、医療施設として最適の環境にある。また、当院から直線距離１ｋｍ以

内には私立病院が９院あり、病院街を形成している。 

診療圏は、東京都と埼玉県が中心である。 

（交通機関） 

西武池袋線、清瀬駅南口下車（池袋より約２５分）。西武バスで、下里団地、花小金井駅また

は久米川、所沢駅行にて東京病院玄関前下車（清瀬駅より約５分）。 

武蔵野線新秋津駅からの無料シャトルバスを運行（約１０分） 

２） 沿革
昭和３７年 １ 月 ４ 日

昭和３８年 ５ 月 １ 日 
昭和４９年 ４ 月 １ 日 
昭和５７年 ４ 月 １ 日 
昭和６２年１０月 １ 日 
平成 ７年１１月 １ 日 
平成１１年 ４ 月 １ 日 
平成１３年 ４ 月 １ 日 
平成１６年 ４ 月 １ 日 
平成２０年 ４ 月 １ 日 
平成２２年 ８ 月 １ 日 
平成２３年 ３ 月３１日 
平成２３年 ７ 月２４日 
平成２４年１０ 月 １ 日 
平成２６年 ４ 月 １ 日 
平成２６年１１ 月 １ 日 
平成２８年  ２ 月１６ 日 
平成２８年  ７ 月 １ 日 
平成３１年 １ 月 

旧国立東京療養所注１と旧国立療養所清瀬病院注２
とを統合し、国立療養所東京病院として発足 
附属高等看護学院（進学２年課程）併設 
附属リハビリテーション学院新設 
附属看護学校(3 年課程)設置 
附属看護学校(3 年課程)を大型化(入学定員100名) 
臨床研究部設置 
エイズ拠点病院指定
診療部設置
附属看護学校閉校
独立行政法人国立病院機構東京病院として発足
附属リハビリテーション学院閉校
東京都から救急告示病院として承認
東京都から地域災害拠点病院として指定
病院機能評価 VersionⅥ取得
東京都から指定二次救急医療機関として指定
ＤＰＣ方式開始
東京都から地域救急医療センター指定
東京都から地域医療支援病院として指定
病院機能評価 項目 3rdG：Ver.1.1 取得
病院機能評価機能種別版評価項目
3rdG：Ver.2.0 取得

注１（旧国立東京療養所） 注２（国立療養所清瀬病院） 

昭和 14年 11 月 8 日 

昭和 20年 12 月 1 日 

傷痍軍人東京療養所 

として創設 

厚生省に移管､国立東

京療養所として発足 

昭和  6 年 10月 20 日 

昭和 18 年  4 月  1 日 

昭和 22 年  4 月  1 日 

昭和 32 年  9 月  2 日 

東京府立清瀬病院として創設 

日本医療団に移管 

厚生省に移管、国立療養所清瀬病院 

として発足 

附属高等看護学院(進学 2 年過程)設置 

昭和３７年１月４日  国立療養所東京病院として統合 
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3） 土地、建物（平成３１年３月３１日現在）

ⅰ 土地   １６９,３１２㎡ 

単位：（㎡） 

区   分 庁   舎 宿   舎 計 

病    院 １０２,２２７ ４１,５９４   １４３,８２１ 

学    校 ２４,７５０ － ２４,７５０ 

前沢（宿舎）   ７４０ ７４０ 

計 １２６,９７７   ４２,３３４   １６９,３１１ 

ⅱ 建物    ５９,７３０㎡   

区   分 延面積(㎡) 備   考 

管 理 部 門 １０,９０２ 

外 来 治 療 部 門     ９,４１９ 

病 棟 部 門 ２７,４０５ 

  １病棟：１，２８２㎡ 

  ２病棟：１，３９１㎡   含 

サービス棟

養 成 所 部 門 ５,６２５ 

一 般 宿 舎 部 門  ４,６８５ （戸数）   ７２戸 

看護師宿舎部門 ２,１９６ （ 〃 ） ８２戸 

計 ６０,２３４ 

４） 病床数と診療科目

ⅰ 病床数 

   医療法の許可病床数  522 床（一般 422、結核１００）  

ⅱ 診療科目 

内科、神経内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、アレルギー科（喘息）、リウマチ科、 

小児科（休診中）、外科、消化器外科、整形外科、呼吸器外科、泌尿器科、眼科、耳鼻いんこう科、 

リハビリテーション科、放射線科、麻酔科、緩和ケア内科、感染症内科、病理診断科、歯科
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ⅲ 病棟構成 

病棟名 
医療法 

病床数 
(床) 

入院基本料 主な診療区分 

１病棟 ２０ 緩和ケア病棟（7:1） 緩和ケア 

２病棟 ４０ 障害者施設等(10:1) 神経内科 

３東病棟 １０ ※休棟中（H24.4.26～） ※H30.9.4 48床から10床に減床

３西病棟 ５０ 
回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟

（13:1)  

脳卒中リハビリテーション科、

整形外科 

４東病棟 ４８ 
一般病棟(10:1) 消化器外科、呼吸器外科、 

整形外科、泌尿器科 

４西病棟 ５０ 〃 消化器内科、眼科 

５東病棟 ５０ 〃 呼吸器内科、循環器内科 

５西病棟 ５０ 〃 呼吸器内科 

６東病棟 ５０ 〃 呼吸器内科 

６西病棟 ５０ 〃 呼吸器内科 

  ＨＣＵ ４ ハイケアユニット１ H30.12.1特定集中治療室から変更 

一般病床計 ４２２ 

７東病棟 ５０ 結核病棟(10:1) 結核 

７西病棟 ５０ 〃 〃 

結核病床計 １００ 

合 計 ５２２ 

５） 職員数（平成３０年７月１日現在）

職 種 
常勤 非常勤 

職員定数 現  員 職員定数 現  員 （実人数） 

院長・副院長 ２ ２ 

事務職 ２３ ２２ １７．３７ ２０ （１６．３） 

診療情報管理職 ４ ４ 

技能職 ２０ １９ ４１．０７ ４８ （３８．５４） 

医師 ６２ ５９ １２．４５ １４ （１１．６２） 

コメディカル １００ １０１ ３．５１ ５ （３．５１） 

看護師 ２７４ ３０４ １０．３７ １３ （９．１２） 

福祉職 ２ ２ ２．４９ ３ （２．４９） 

研究職 １．６６ ３ （１．６６） 

合   計 ４８７ ５１３ ８８．９２ １０６ （８３．２４） 
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７)施設基準取得状況 平成３１年３月現在

基本診療料等 　在宅患者訪問看護．指導料

　急性期一般入院基本料５（１０：１） 　同一建物居住者訪問看護．指導料

　急性期看護補助体制加算（５０：１） 　在宅患者訪問褥瘡管理指導料

　結核病棟入院基本料（１０：１） 　検体検査管理加算（Ⅳ）

　障害者施設等入院基本料（１０：１） 　時間内歩行試験

　ハイケアユニット入院医療管理料１ 　神経学的検査

　回復期リハビリテーション病棟入院料1 　画像診断管理加算１

　　体制強化加算２ 　画像診断管理加算２

　緩和ケア病棟入院料１ 　ＣＴ撮影（６４列以上）

　臨床研修病院入院診療加算（協力型） 　冠動脈ＣＴ撮影加算

　診療録管理体制加算１ 　ＭＲＩ撮影（１．５テスラ以上）

　医師事務作業補助体制加算１（７５：１） 　心臓MRI撮影加算

　特殊疾患入院施設管理加算 　抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　療養環境加算 　外来化学療法加算１

　重症者等療養環境特別加算 　無菌製剤処理料

　栄養サポートチーム加算 　脳血管疾患等リハビリテーション（Ⅰ）

　医療安全対策加算１ 　運動器リハビリテーション（Ⅰ）

　医療安全対策地域連携加算１ 　呼吸器リハビリテーション（Ⅰ）

　感染防止対策加算１ 　がん患者リハビリテーション料

　抗菌薬適正使用支援加算 　集団コミュニケーション療法料

　感染防止対策地域連携加算 　ペースメーカー移植術／交換術

　患者サポート体制充実加算 　大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

　褥瘡ハイリスク患者ケア加算 　輸血管理料Ⅱ

　呼吸ケアチーム加算 　人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　後発医薬品使用体制加算 　胃瘻造設術

　病棟薬剤業務実施加算１ 　胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　データ提出加算２ 　麻酔管理料（Ⅰ）

　提出データ評価加算 　放射線治療専任加算

　入退院支援加算１ 　外来放射線治療加算

　　入院時支援加算 　１回線量増加加算

　認知症ケア加算２ 　高エネルギー放射線治療

特掲診療料等 　画像誘導放射線治療加算

　ウイルス疾患指導料 　体外照射呼吸性移動対策加算

　がん性疼痛緩和指導管理料 　定位放射線治療

　がん患者指導管理料イ 　呼吸性移動対策加算．その他

　がん患者指導管理料ロ 　病理診断管理加算１

　がん患者指導管理料ハ 　悪性腫瘍病理組織標本加算

　ニコチン依存症管理料 　入院時食事療養費（Ⅰ）

　がん治療連携指導料 　食堂加算

　肝炎インターフェロン治療計画料 歯科

　薬剤管理指導料 　クラウン・ブリッジ維持管理料

　医療機器安全管理料１ 　歯科総合医療管理料

　医療機器安全管理料２ 　CAD/CAM冠
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８) 認定施設等一覧

NO 認定施設

1 日本外科学会外科専門医制度修練施設 

2 日本呼吸器外科学会指導医制度認定施設 

3 日本呼吸器学会認定施設 

4 日本胸部外科学会教育施設 

5 日本呼吸器内視鏡学会認定施設 

6 日本病理学会研修認定施設（B） 

7 日本肝臓学会認定施設 

8 日本循環器学会循環器専門医研修施設 

9 日本消化器内視鏡学会専門医制度指導施設 

10 日本輸血学会認定医制度指定施設 

11 日本リハビリテーション医学会研修施設 

12 日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設 

13 日本神経学会専門医制度教育施設 

14 日本内科学会認定医制度教育病院 

15 日本消化器病学会専門医制度認定施設 

16 日本がん治療認定医機構認定研修施設 

17 日本アレルギー学会認定教育施設 

18 日本感染症学会研究施設 

19 外国医師臨床修練指定病院（呼吸器疾患） 

20 日本超音波医学会超音波専門医研修施設 

21 麻酔科認定病院 

22 日本臨床腫瘍学会認定研修施設 

23 日本眼科学会専門医制度研修施設 

24 日本胆道学会認定指導医制度指導施設 


